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ー
は
寧
ろ
赤
字
だ
。
こ
れ
ら
を
一
緒
く
た
に
し
た
の
が
原

因
」と
声
を
潜
め
る
。

　「
策
士
策
に
溺
れ
る
」。
厚
労
省
内
で
は
豪
腕
と
し
て
鳴
ら

し
、
訪
問
介
護
の
引
き
下
げ
を
主
導
し
た
間
氏
を
揶
揄
す
る

声
が
密
か
に
囁
か
れ
て
い
る
。
老
健
局
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
は

「
訪
問
介
護
は
黒
字
を
確
保
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
引
き
下

げ
る
の
は
当
然
だ
」と
間
氏
を
庇
う
。
別
の
中
堅
職
員
も「
処

遇
改
善
加
算
を
高
く
設
定
し
て
い
る
の
で
、
加
算
を
取
れ
ば

ト
ー
タ
ル
で
は
高
く
な
る
」と
理
解
を
求
め
る
。
↘

　
た
だ
、
介
護
報
酬
改
定
を
機
に
一
部
の
職
員
か
ら
は
間
氏

へ
の
不
満
も
聞
こ
え
て
来
る
。
或
る
中
堅
職
員
は「
優
秀
な

の
は
認
め
る
が
、
あ
ま
り
下
の
意
見
を
聞
い
て
く
れ
な
い
」

と
ぼ
や
く
。
別
の
若
手
職
員
は「
優
秀
過
ぎ
て
真
似
出
来
な

い
し
、
間
局
長
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
」と
明

か
す
等
、
老
健
局
は
揺
れ
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｂ
か
ら
も
苦
言
が
相
次
ぐ
。
老
健
局
で
幹
部
経
験
の
有

る
厚
労
省
Ｏ
Ｂ
は「
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
最
後
ま
で
続
け
る
事
が
出
↖

　
４
月
の
介
護
報
酬
改
定
の
内
容
に
反
発
が
広
が
り
、
厚
生

労
働
省
老
健
局
が
炎
上
中
だ
。
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が
切

り
下
げ
ら
れ
、
野
党
が
国
会
で
追
及
す
る
他
、
現
場
で
働
く

ヘ
ル
パ
ー
達
が
抗
議
集
会
を
開
く
等
、
抗
議
の
輪
は
広
が
っ

て
い
る
。「
豪
腕
」と
の
呼
び
声
が
高
く
、
政
府
・
与
党
内
で

評
価
さ
れ
て
来
た
間
隆
一
郎
・
老
健
局
長
も
さ
す
が
に
気
落

ち
し
て
い
る
と
い
う
。

　
介
護
報
酬
は
春
闘
で
の
賃
上
げ
等
が
期
待
さ
れ
、
物
価
高

騰
が
収
ま
ら
な
い
影
響
も
あ
り
、
全
体
で
１
・
59
％
の
プ
ラ

ス
だ
っ
た
。
０
・
88
％
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
診
療
報
酬
を
上
回

り
、
年
末
の
予
算
編
成
の
段
階
で
介
護
業
界
か
ら
は
歓
迎
の

声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
介
護
報
酬
の
改
定
内
容
の
詳
細
が
固
ま
っ
た
１

月
末
に
、
身
体
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
に
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
は
２
％
強
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
が
明
る
み
に
出
る
と
、
状
況
は
一
変
し
た
。

　
厚
労
省
が
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
切
り
下
げ
た
の
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
が
マ
イ
ナ
ス

１
％
前
後
と
赤
字
に
転
落
し
た
一
方
で
、
訪
問
介
護
は
７
・

８
％
の
黒
字
を
確
保
し
て
い
た
為
だ
。

　
た
だ
、
こ
れ
に
は
カ
ラ
ク
リ
が
有
る
。
介
護
業
界
の
関
係

者
は「
ヘ
ル
パ
ー
が

施
設
の
入
居
者
を

巡
回
す
る
タ
イ
プ

の
併
設
型
は
儲
か

っ
て
い
る
が
、高
齢

者
宅
を
１
軒
１
軒

回
る
様
な
ヘ
ル
パ

訪
問
介
護
報
酬
切
下
げ
で
省
内
激
震  

出
世
レ
ー
ス
に
影
響
か

第
80
回  

来
る
様
に
地
域
内
で
助
け
合
う『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
』に
逆
行
す
る
」と
批
判
。
別
の
元
幹
部
も「
基
本
報
酬
を

下
げ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
。
加

減
算
を
使
う
等
、
や
り
方
は
幾
ら
で
も
有
っ
た
筈
だ
」と
手

厳
し
い
。
こ
う
し
た
批
判
を
耳
に
し
た
の
か
、
或
る
職
員
に

よ
れ
ば
、「
さ
す
が
の
間
局
長
も
こ
こ
最
近
は
心
な
し
か
元

気
が
無
い
よ
う
だ
」と
明
か
す
。

　
今
夏
の
幹
部
人
事
で
は
、
伊
原
和
人
・
保
険
局
長（
１
９

８
７
年
入
省
）の
事
務
次
官
へ
の
昇
格
が
確
実
視
さ
れ
て
い

る
が
、
問
題
は
来
夏
以
降
の
事
務
次
官
レ
ー
ス
の
行
方
だ
。

そ
の
筆
頭
格
が
90
年
入
省
の
間
氏
で
あ
る
。
対
抗
馬
と
し
て

は
、
同
期
の
村
山
誠
・
官
房
長
や
鹿
沼
均
・
政
策
統
括
官
が

お
り
、
ラ
イ
バ
ル
は
手
強
い
。

　
訪
問
介
護
の
報
酬
切
り
下
げ
の
結
果
が
具
体
的
に
出
始
め

る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。
在
宅
系
の
事
業
者
が
相
次
い
で
倒
産

し
、
在
宅
介
護
難
民
が
続
出
す
れ
ば
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

兼
ね
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
必
然
と
間
氏
の
事
務
次
官
へ
の
道

に
黄
色
信
号
が
点
滅
し
始
め
る
。
正
念
場
は
未
だ
未
だ
続
き

そ
う
だ
。
と
は
言
え
、
彼
を
よ
く
知
る
厚
労
省
Ｏ
Ｂ
は
、「
彼

は
十
分
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
」と
太
鼓
判
を
押
す
。
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